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v1 引き締め→ー非社会主義ウケごァード

VII 極限 5 中総（第 5~羽）

咽前進王子vti石 単」佃im，カーてムへの待行

V 引き締め

一社会上義ウケラー！ご

r fJ会主義の管制i臼I也が資本主J主がJ,l/iひ、に：)le社

会ご七；t主的要素によ

J哉I士，力点の互いに異なる 2つの見方から／iX::J立

っていた。第 1i土， III iいフルジョアシーがI包括

しつつあると同時に，新しいブルジ二17’Lーが発

生しつつあるJut1）という見ブ／，オjJ坊が.Jt:社会主

義ウクラードニ私営商人によ d ，て支配されてしま

ったという認識であり，第2は，「少な方、 lコぬlit

方や基礎単，：，：がブルジョアなどに？！会jミ義の管制

高地を位食させる条件を告は》ているJjJ 2，という

見方，第5同党大会（198：！｛刊の t経済報(iI にiJt

えば，社会主義ウケラー！ごの内部iこ才品、て「iょlr11 

rn場 lこ追随するねi~Ji',J」が生じてきつつあるという

認識であ J》た。

白1［者か （，見ょう。ここでは，状況は，！ヨ山di場

においてJI＇祉会主義ウケラードの活動が活発とな
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竹 内有11 推

！），特に私営商人ムが民産物を中心とする資材・

商i'n'，を社会主義ウヴ弓ードニl司家とゃうようにし

て購入した結果， インフレが！，＇： ill海L，市場が混乱

L, I五家が｜苛 1＼~1 や白幣を支配できなくた－，ている

（つま i）財政，t、下方：増大して＼－、る7と抑え「〉れたl

1E:要なことは， ここでは， イLフしが1（叫脅した結

果，社会主義ウツ二子ードにおける労働者じ給与生

活朽の生活がさんに｜村燥を力llえてきていると認J哉

されたことであ ，tこl;t 31_ 

特に山々しし、/,;j出にあると見「）ilたし乃は昨jf犯の

状況であ，3た｝そこでは， 1976～SOiJ二の時期に進

めんれた社会主義此造；土「資本主義経済の最も目

につく部分の改造ーのみを終えたにすぎず」「小商

品内ケ弓ードに1,'.ll，するものがft二ltO)k'f'ムを占灼」，

「最も数の多い個人民はrli上めのために生産するこ

とに間れ，資本主義商業と'-11く結び付L、亡いる」

,u 'Citlz 引用計）。あるいは，そこでは「円由

r¥i均が桁外れに発！廷しており，投機， i十；Ye,JI, A-

U；なi旦）裁が行なわれるとともに， l司坑や海洋を越

えて低輸を行なう｝f［，遠隔地商人，改造されてい

ないザルジ 1アの輩が，器産物の売買において！:II

家と競合して」おり，「脱税， ihrntなどが市 j坊を

混乱させ，吃と国家の此策を倣抜し，勤労人民間

の収入を不ft理なものにしている」：I 5、〕

とどのつまり，］tiff!＼のIllu、ブルジ 1アジーはHi

活し「市場を寸ばやく宰括iした」「，L 6 lのであり，

北部でも「新しいフルジ j アジーが発生しつつあ

'-rジア経済』 XXXII 7 ( 19引司 7)
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る」こと，これが「社会主畿の管制高地が資本主

義的並びに非社会主義的要素によって俊食されて

いる」という認識の，まず第1の意味であった。

ところで，当局がまず重視したのは，実は第2

の!Ill題， すなわち社会主義ウケラード内部の問題

であ J Bた岨打。この問題は， 198三年12! J iこ開催さ

れたベトナム共産党第3回中央委H会総会（第5

期）（以下「3中総（第5期）＿Jと略記）において，

r流通・分配戦線」における社会主義ウクラード

の「沼地的現象」の問題として討議された。

ここでは，状況は，社会主義ウクラードが農産

物を中心とする資材・商占i'，を：協議価絡一によっ

て私営商人と争うようにして偶人した結果，社会

主義ウヴケード内部において形成される生産費な

いし販売価格が上昇し，これが国家財政；こ悪影響

を与えていると捉えられた。こうした価格の上昇

ないし財政赤字の増大は， Jし体的には，財政・経

営に関するイニシアティヴを拡大してきた地方や

基礎単位の「行き過ぎ」として認；哉された。

寸なわれ， トー・ヒューに従えに， i国営企業

の生産分野では，資材， l原料の価絡が価格のガイ

ドラインを桁違いに超えており」，「出休水産原料

の質上げ価格は， 1981～82年には， 国家が定め

た新しい価格のガイドラインの 2～3倍に上昇

し」川8），資材を「高値で購入する状況は日増し

に持遍的になってきており l，「地方が自前で輸入

する資材の仮絡は高すぎ，［Tf哀が設定した資材卸

売り価怖の 5倍から 6倍，あるいは 9f計がら10倍

にな，f亡いる場合さえある」汗れということであ

った。他方，「高い値段で商品を販売する，その差

額は，地方や基礎単位でキープされてしまう」，

したがって「価格が高ければ高いほど，企業の

味lj潤」は大きくなる」（注10）のだ。「これが生産費を

高めている非常に重要な原凶である」山＼l)。「資材

, ＇ト寸ムにおける第 1次経祈改革円考療 (II)

が高く購入されることにようて，閤家が補棋しな

ければならない欠損は日増しに増大し，国家財政

は，この高い価格を耐え忍ばなければならない。

しかも，高い製品を販売する段になると，国家予

Ji，士同収できないのだ」f註12)（「協議価格」が上昇す
ることによって，国家がこれに用ャる通貨は日刑しに

明大 l, しかも，企業の製品を高い販売価格で売って

も，「価格差補給金（＝補助金）」があるから財政赤字

は糟大するのだ，と読める）。重要なことは，社会主義

ウクラードにおける価格の上昇出インフレの高騰

が，ここでも「人民の生活に被害を与えているJ

C ! n：、とされたことである。

この：trj1総〔第5期）は，主体的欠陥として，先

の第 5j,11党大会で「廃止」すべきことが叫ばれた

i価格；壬補給全（＝補助金）J制度の弊害に加えて

（ただし，インブレの高騰が「人民の生活に被害を与

えている」以上，配給制度の維持は絶対であった），「分

散，無組織，セクシヨナリズム，市場メカニズム

に追随する何iJi,J」をも指摘したがl注1.1:, この表現

は．まさに上述のごとく認識された状況を指すも

のであ、た

Mよりもまず，社会主義ウクラード＝社会主義

市場において「社会主義的秩序を再確立し」なけ

ればならなかった。商品と貨幣は悶家の手に掌握

されなければならなかった。ここにおいてトー・

ヒ工ーは，かつて自らが主張した「高く貿い高く

売る という政策をはっきりと否定L，社会主義

ウヴ弓ードの内部における「価格を品り tげる傾

向には対抗し なければならない」t注IS）と主張した。

すでに 1982年11月，閣僚会議は，「社会主義商業

を拡大し市場管理を強化すること」に関する決

議岨16）を採択していたが，この決議の合意は， 3 

中総（第5期〕を先取りして，「協議価格」を含む

社会全義ウヲラードの価格が白山市場に連動して
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上＼cl,してゆくことを阻止すること．換言すれば価

格を極力固定化することにおかれていた。

地方と基礎単位＝同党企業に閉しては，すでに

1982年の6月に， 79:rのβ中総（04期〉以来地方

の輸出業務に与えられてきた財政・経営自主権

が，また82年7月には，先の81年の閣僚会議決議

25号によって国営企業に与えられてきた財政・

経営自主権が，前者においては池）jが留保してき

た外貨を国家により多く引き波すという方向で，

後者においては自由市場での販売が認められてき

た，／十画外の生産物を国家にも引き波すという方向

で，それぞれ制限されていたο 3中総（第5期〕

でトー・ヒューは，こうした動きを追認する形

で，地方や基礎単位のイニシアティヴを発揮させ

るには管理を分権化するととが重要ではあるが，

「財政，貨幣，商品，輸出入，和Ji終，賃金」など

については中央が統一的かっ小央集権的に管理す

ることが必要であると述へた汁17, これは，第5

凹党大会の「政治報告』が主張した中央，地方，

基礎単位の分限において，中央；の権限が再強化さ

れることを意味した。こうして， 6中総（第4期）

以来の方針であった地方経済の重視，ないし地方

や基礎単位へのイニシTテf内、の拡大は制限され

る方向に向かうことにな J，た

ところで，この措慣は，経済的に見た場合，南

部という「地方」，南部にfrtEする「基礎単位」

のイニシアティブを制限することを意味してい

た〔注18）。社会主義ウクラードの価格が上昇してゆ

くという状況は，先に見たように， 二重価格メカ

ニズムの適用から必然的に生じたιのであったc
国家の手に農民と交換すべき生産子段や消費財が

不足している状況でじ， g';o産物の i一部は現金で

購入せざるを得ないj>U9），つまり「高く買うJ

ことでしかなかったからである。この場合，個人

30 

践が大部分を占め，国営企業の価格形成をも含む

経済活動の大部分が自由市場の動向と密接に結び

付いていた南部倍加〕では，「協議価格」，そして国

常企業の販売価格は大きく上梓して，）， 1)込ざるを得

なかったのである（注21)。3中総（第5期〕は，こう

した状況の打開策を，まず社会主義ウクラードの

内部に求めたものであったが， トー・ヒューは，

｜寸時に，本来国家に歳入を Lた「》すはずの農産物

のうち，たとえばタバコじ401七Z，砂結きびは20む

しか｜司家に集中されていたいとして， 二の原因を

「夜、営的jT業，特に投機を行う輩は，市場価格を

通じて若干の貨幣を支配し，市場を混乱させてい

る」ことにも求め，これが「国家財政を圧迫して

いる」大きな要因であるとも主張していた（注22〕。

したがって，政策の修正が，社会主義ウクラード

の内部に続いて，今度は外向；，すなわむ「復活し

つつある あるいは「新たに発生しつつある」新

[flフルじヨアジー＝私営商人に，ひいてl主南部の

非社会主義ウクラード全体に及んでゆくのは時間

の問題であった。

（注1) Le Tung，“Ve cuoc dau tranh tren thi 

truong hi<:n nay”［現在のr1; t拡における闘争につい

て：, Tuj> Chi Cong凪San［共産l'-1《， 1')8:2年10月，
2『－:29ベージ。

(;t.コ） To Huu，“Mot so van de can nam vung 

khi thuc hien nghi quyet l,oi nghi lan thu ha ban 

chap hanh trung uong”〔第3問中央委員会総会決議

を遂行するに際し把握すべき若干の問題〕，陥mvung 

duong loi cua Dang doi moi quan ly kinh te〔党

の路線を把握し経済管理を刷新しよう〕，ハノイ，

Nha xuat ban Su that, 1985'4", 100ページ。

(i:J:3) この段落の叙述It, :t hこ， LeTung，前掲

論立：， 2品～29ページによったり

( j主，1) Nguyen Anh lJach，“ι、山，c dau tranh 
giua hai con duong trong cha nに duong dau tien 

cua thoi ky qua d♂〔過i渡期のJkt:JJの段階における

2つの道の間の闘争〕， Tap Chi Cong San, 1982年
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10月， 23ページ。

（注5) Le Tung，前掲諭文， 29ページ。

（注6) Nguyen Anh Bach，前掲論文，24ページ。

（注7) まず社会主義ウクラードの内部に臼が向け

られたのは，党内で非社会主義ウクラードの問題にど

う対処すべきかについて意見が統一されてレ、なかす》た

ためである土忠われる。た正え：f，本節の tn，， ま
でに掲げたグエン・アイン・パィックとレ・トゥンの

論文は，いすまれも共産党理論誌「タプチ・コンサン」

の1982年10月別±掲載されたものであるが，双方とも

資本主義ないし.JI卓上会主義的要本の問題を3；今しくJ行摘
しながらも提CJ<Lた解決法（l全く異なる。ケ、工〉・ア

イン・パイツクにあっては，市場，商品・貨幣関係は

活かされるべきであり，「過渡期においては，さまざ

まな経済形態・終済組織が干lj）日されるべきであリ

これらをJjji、亡生産力を発民させることこぞが生；主て関

係革命に結J,,j（士{J;f1jに働くとL、う， 6中総（沼.J.!哲j〕

の延長上に位償する生産力重観論が展開されていたの

に対L，レ・トゥンが述べたのは，「私営商業が経営を

知っていζ〉か；＇， l::いって，これを制限しなし、二土iI誤

りであり」，治‘丹市場メカニズょを過大評価する二と

であるがゆえに，社会主義改造を推進することιそが
「社会主義商業の発展に有利な条件を食I]る」という生

産関係重視論なのであった。 1983年の川面では，結

局，党の総，むは後者の立場iこj/1，イ、のになるのでふる

が， j'jfj者がI:：娠する社会主従 tうヲ｝ードと手，社会t義
ウクラードとの「生産力の水準に見合った挺携 (lien

ket〕の形態を用いるべきだ」という主張は生き続け，

86年以降の「ドイモイJの過緯において開花するので

ある。なお，現時点から，、111待のti、況が実lt保守派左
改革派との 進一退の隠争であー》たことを北摘したも

のとして， TranBach Dang，“Muoi lam nam : nhin 

sau va thay truoc”〔15年回顧と展望〕， T，ψ Chi
Cong San, 1990.ff 4 J1 , :,:z～：t：ページがぜひき三！煎さ

れるべきである＂

（注8) To lluu, 1)11掲品丈， 101ページc

〈注9) ｜向上論文 102ページ。

（注10) 向上論文 101ページ。

（注11) l"l I:" 

（注12) f,!ll二n

（注13) 同上。

（注14) 同上論文 99ページ。

（注15) 向上論文 131ページ｛

（注16) 決謎全文は， Phaj>luat ・ve quan ly thi 

ベトナムにおける第1次経済改革の考察（II)

tr11onj{, tap I ［市場管理に関する法律第1巻〕，ハ

ノ （， Nha xuat ban Phap ly, 19同年， 5～36ペーγ

を参照。

（注17) To Huu，前掲論文， 133～136ページ。

（注18) たとえば，共産党理論誌 rタプチ・コンサ
ン.I it, 3中総（；おら期〉が開｛lllされる前に，南伺；ホ

ーヰミン市を「資本）義と社会主義土門間の2つの道

の闘争が疎かに冬れている」と名指しで批判していた

（“Xay dung thanh pho Ho Chi Minh mot thanh 

pho xa hoi ch u日記hiagiau dep” [7江虚にして美し

L、；l会主義の都1Iiホ ←千ミン市をill，，之しよう〕， ＇］『<I

Chi Cong San, H説. 1982年IZJJ),

（注19) To Huu，前掲論文， 102ページ。

（注20) たとえば，ホーチミン市では， 1983年春の

附ιで，卸売り1¥'W't:の7割を非主i会主義商業が支配し
ていた（木村皆三郎.tt内郁雄 l19削年のインドシ
十 j 〔「アジア・中東動向年報198!1f版』アジア経済研

究所 1984年〕 198ページ）。また1978年に小売り商業

の30,::i-を占めるにすぎなかった社会主義商業の比重

; t, 8：，年になってもliiJじ比率の主まであった（Nguyen

l¥!ai，“Mot so y kien ve moi q uan he giua cai taυ 

thi truong va phan phoi luu thong”〔市場改造と分

配・流通との関係についての若干の意見〕， Taρ Chi

Cong San, 1985年6月， 59ページ）。

I i:_1:Zl) これにつv、ては，出！！二J江主「ベトナム市部

における農業のそE同化正農業生産」（トヲン・ヴr斗 . 

トヶ編『ベトナムの経済改革と対外経済関係」研究報

告第68号 日本経済研究センター 1989年〉 51～53 

ぺーザも参照。

日目2〕 To Huu, i'1ii掲論文， 10'.2こージ。

VI 引き締め

一一手｜：引会主義ウク弓ー｜、一一

1983年の）.，）面は，非社会主義ウクラードに対す

る続出I］一色に染めんれることになーッた。それは，

究何I＜的には， 1979l♂）6中総(1,';4期）以来の方針

であった社会主義改造の減速を見直して，これを

再加速すること，すなわち従来の「計画化メカニ

てム lが及ぶ量的組問を再び拡大しようとするこ
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とを意味した。

統制は， まず私営商人lこ1rづけられたに jでにホ

ーチミン市では， 1982年8月の共産党政治局会議

が市の「市場管理」の状況にクレームをつけて以

来，私常商人＝「復活しつつある！日いブルゾョア

ジー」に対する統制定1徐そi二始まっていた位1)

が， 83年に入ると，この動きは「新しいブルジョ

アジーが生まれつつある ι北部にもfltび火L，全

国的な趨勢となった。ここでは，私自商人；ニ対す

る統制の強化は， 1983年2月に改定された新しい

商工業税法に基づく徴税を強化する運動とタイ・

アップしてi企めらtもた心I:z ', 

トー・ヒとーは，先の 3y，総（第51羽）で国家財

政の困難を軽減するため税制を改革し徴税を強化

すべきととを主張していたが悦3）＇新商工業税法

は，このJ:iJl{を具体化したものであタたliH）。新

法は，旧1966年法と比べて「営業許可税」を創設

し，結果として商工業営業者に営業登録＝営業許

可証の保持を義務づtすたこ土，国家が商工＂｛さやサ

ービス業に従事する個人・，.し礎単位すべてに対し

て統制を可能とすべく税率を改定したことなどの

点で新しく，特に，私営商人，ホテル・飲食店・

娯楽業を’計むサービス業手？に対してl土， これまで

以上に重悦を諜し，他方，生産者や集［，t［ウヤラー

ドは優遇することによって，社会主義改造への道

を拓くものであったG との新法に基／）く徴悦運動

は， 1983年4月より南北でli-1］時に開動された。南

部では， ドラッグ・ストアやカフェなどの営業は

減少していった。私営商人の抵抗も根強かったた

め，当 ｝.~I士，この「経済的措置J に加え，「行政

的措置j をもって対処したη1983年:ijjに公布さ

れた「投機，密輸，偽装品製造，違法営業行為に

対する行政処分」に関する法律は，その象徴とも

言えるものであった。
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1983年6JJに開催されたベトナム共産党第4同

ljl央委員会総会（治5期〉（以下「 4中総（第5期〉」

と略記）は「思想面・組織商における緊急の諸問

題」を討議したが，そこでは，社会主義改造の再

加速が明確に主張された。

レ・ズアン（故〉書記長は，インフレが高騰し

財政赤字が増大している原悶をはっきりと非社会

主義ウクラードに向けた3 「つやルジョアの輩は，

投機，密輸，横流しを通じて，農産物や工業製品

を国家と争って購入し，輸出入製品をも含む国営

経済の商品の一部を握り，多大な貨幣を掌中に収

h これを国家統制の枠外iこおいている」。「ブルジ

づアの……破壊的手段によ pて，価格は吊り kが

り，労働者ら給与生活者の実質賃金と生活とは日

増しに低下している」。「自由市場が発展し，商業ブ

ルデョアはJf／え杭it，南部でも北部でも急速に給

福になっている。産み出された溺…・・の多くが失

われ，国家予算と通貨は増大し続けている」悦5）。

:i中総（第5期）iこ基づきょi：会主義商業をtlとんす

ることを再任：認した後（「努働者心給与生活者の尖質

賃金と生活とが日憎しに低下している」以上，配給制度

の維持は，ここでも絶対であった〉， レ・ズアンは，

こう続ける 「同時に，生産関係革命を推進しなけ

ればならず，社会主義改造における欠点、や誤りを

克服しなければならない」。「一定の長期間，国内

における若干の地域で，われわれは，君、常商工

業，小手工業．伺人商人の改造を疎かにした、ブ

ルジョアの輩を復活・発展させ，社会主義に対抗

する勢力を増大させた」コ「｜日ナムボの農業集団化

ι要求に比べると遅い」。つまり「全国的に，
われわれは，社会主義的生産関係をうち固め完全

にすることを疎かにしたのだ」（注U。南部ホーチ

ミン市の状況は，「こうした流通・分配の否定的

側面は，大都市，特にホーチミン市に集中してL、
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る。こうした状況は，生産や管理に悪影響を及ぼ

し，計画の効力を低下させ，その基礎を次第に失

わせているj,t?）と名指しで批判された

社会主義改造を再加速すべきことが，正式に強

調された。第5回党大会の「政治報告」に従い

「1985年までに社会主義改造を終えなければなら

ない」ことはもちろんであるが，「特tこ，商業ブ

ルジョアは術カはやく徹肱的に廃止しなければな

らない」のであり，同時に「旧ナムボの農村は，

基本的には生産集団の形態で農業集団イヒを終えな

ければならない J〔注むのであった。

名指しで批判されたホーチミン市における「市

場管理」への取組は， 1983年米にかけてさらにイ

ンテンシウになっていった（i l 9、0 1983年6JJ ＇こ市
の党委員会・人民委員会は， ir1の社会主義改造を

促進してゆく決意を表明した。同年8月中旬に開

催されたペト寸ム共産党の政治局会議は， 1：る

1982年8)Jの政治局会議の「勧告」が市でどのよ

うに実施されてきたかについて事情を聴取した

が，そこでのレ・ズアン演説も，おおむね先の4

中総（第百期）での演説内存を繰9返した激しい口

調のものであった（注10）。これ以降，市では，先の

新しい商工業税法を適用する運動を継続してゆく

過程で，私営商人に対する営業許可証の発行も審

査が一段と厳しくされるなど，引き締めは強まっ

ていったC

1983年の4中総（第5期）と前後して， 旧ナム

ボにおける農業集団化も拘び加速されるにでっ

た（注11）。すでに1983年2汀に，税制の改定＝徴税

の強化との関連で，新しい農業税法が施行されて

いた。新法の意図は増税にあったが，個人農の負

担が協同車il?i-農民よりも大きくなったという立味

では，これは，新商工業税法と同様に，個人法に

対する社会主義改造を推進することをねらったも

ベトー←ムにおける第1次経，，＼，Y，市の考察（II)

のであったf注12）。旧ナムボの農業集団化率は，

1983年初頭になっても，わずか10数おに溜まって

いた）同じ 2JJ，共産党書記），,Jと間僚会議は．

19851-F末までにHl十ムボの農業集川化を完成させ

るために， 83年末までに農地を再調整すべきこと

を訴えた。 1983年6月上旬，共産党書記片は， 三

れを実行するための指示を発令したが，そこで

は，個人農に適用されている「協議価格」が上井

を続けている問題に加え，旧ナムボの小作人から

地主へとわたる食品たどが国家にでほなく自由di

場に流れ，これがインフレ高騰のー因となってL、

ることなども指摘された。この指示を境に， Illナ

ムボにおける社会主義改造は再び加速された。

1983 qc後半か「）同年末にかけてベトナム共産党機

閉店〔ニャン＃ンιは，旧ナムボ諸首の農地の再

調整や農業集団化の成果を掲載してゆく。そし

て， 三のドラ fつ＇i±.1984年， 851fと縦続されて

ゆくのである（日J:ll,

（注1〕 木村哲三郎・竹内郁雄「1982年のインドシ

ナ」（「アジア・中東動向年報1983年版Jアジア経済研

究所 1983年） 206~ 207ページじ

( f七2）木材・竹内「1983年のインドシナ」 19且ペ

ージ。なお，本節の叙述は， これに基づく部分が多

い。また，この局衝を政治プロセスから捉えたものと

して，木村哲三郎「社会主兼経済の瑛開過程」（同 rぺ

卜寸ムの国際関係と経済発展』アジア経済研究所

)987年） 179～）82ベージを参照「

（注3〕 To Huu，前掲論文， 130ページ。

（注4〕 この段務については，木村・竹内「1983年

のインドシナ」 198～199ページを参照t

（出5〕 LeDuan，“Tien len日ianhthang loi rnリi

tro叩 sunghiep xay dung va ban ve to qu田”［住

設と祖国防衛との事業において新しい勝利の達成へと

進もう〕， Cachmang xa hoi chu nghia o Viet Nam, 

I＇ψw 〔ベトナムにおける社会I義革命第4巻〕．
、， {, Nha xuat ban Su that, 1985'1~. 552ぺ－＞。

( ;J 6) 向上誠一ピ 555ページ。

（注7〕 同上論文 553ページ。

33 



Ⅶ　極限－５中総（第５期）

1991070036.TIF

（注8) 同上論文 555.c毛ージ《

（注9〕 この段溶と次の段落については，木村・竹

内 11983午のfンドシナ」 199ページを参照。

（注目） これについては， LeDuan，“Vi ca nuoc, 

cung ca nuoc, xay dung thanh cong chu nghia xa 

hoi＇’〔回全体のために国全体で社会主義を成功十 rr：こ建
設しよろ〕， Cachmang :ra hoi chu nghiaυViet 

Nam, tap刀ヘ 583～585ページを参照。
（注ll) この段慌についてね．木村・fr内「］9k3年

のインドシナ」 199～200ページを参照）

（注12) 農業税が幾業集団化の再加速に与えた桜響

についーて；士，／1l井 靖掲論文 52～56ページをきま照さ
tit:こし、。

（注13) ！日十ンぶにおける農業集団化＊＇土 198/i年ま

でに8持rjを超えた坐され乙が．同年12月の芯6lri］党大

会の「政治報告」が指摘したように「少なからぬ経済

組織が・・・・・・，協同組i（と呼ぶには値せず，形式のみで

あって新しい生産関係の実質をflえでいたい」（“Bao
cao chinh tri cua Ban chap hanh !rung uong Dang 

(Van kien Dai hoi rlai bieu toan quoc Dang cong 

san Viet Nam）＇’〔党中央委員会政治報告（ベトナム

共！立党党大会文献）〕， TapChi Cong San, 1987年1

刀， 26ペ ジ）という結＇.f:に最下わった 19&l年31]の

「農業における経済管理の刷新」に関する共産党政治

局10号決議以依，生jlf手段を社会｛じするこ土が；l公主

義の唯一のメルクマールであるのか汚れに－，いご論争

が戦わされている。現在，農業協同組合は，事実上，

解体の過程にある。

VII極限

5 rjr総 t第5期〉一一

社会主義ウクラードから開始され非社会主義ウ

クラードへと及んだ「流通・分配戦線に社会主義

的秩序を1ir確立する i動さ＝引き締め/t, 1983年

12JJ に開催された共産党第 5 田中 •）と委 H 会総会

（第5場〉（以下「5中総（第5.J羽〉」と略記j；こおいて

極限に達したa レ・ズアン（故）書記長は，経済

管理において克服すべき主体的欠陥を，先の3中

総（第5JOJ)同隊， ζ こでも「「価格差補給金（ニ補
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助金）』伽！主」と「介散， 七クシヨ十リてどム，地方

主義，無組織，無視律」の 2つにおいたに注［、し

かし，レ・ズアンが，「行政主義的， rn夜主義的
な，また「価格差補給金（＝補助金〉」制度的な病

が克服されないうちに，「自由」市場メカニズム

lこ追随して計凶の主主盤を弱める， という不健全な

傾向が産み出されてしま Fうた これは，プJl,ゾョ

ア分子や悪徳商人と L、った輩を広範にi百劫させ，

私骨経済と「自由』市場を発展させ，子l：会主誌の

管制高地を侵食させている」（注2）とも述べたこと

は，インフレの高騰・財政赤字の増大を克服する

ために，「固定価格」の体系ニ「価格差補給金（＝

補助金）」市lj度を「！充止する」ことよりι，今や社
会七義ウケラードとキ社会主義ウヴラードとに対

する引き締めをさらに強化してゆくことに確実に

プライオリティがおかれたことを示唆した。実

際，配給制度は，当局にとって，なおかつ防衛さ

れh:tればならないものであ、た行t3）。二二の志味

におし、て，二重価終メカニズムは維持されなけれ

（主た「》ないとされた｛

しかし，この二重価格メカニズムは，それが適

用を開始された1980年代の初頭に目指していた方

向土日全く逆の方向を向いているものであった。

すでに見たように， 1982午3)Jの共産世帯5[,i]大

会fJI弘当局が目和したのは，自rh市場の価格と

並訂して上昇を続』十る「協議価格」，ひいては企

業の販売価格の上昇を阻止すること，いわば，そ

れらの固定化にあった。したがって，比司会的に言

えば，こ iニでの二重価格メカニズムは，引き続き

准持することが主張された配拾価格＝「同定価格」

部分iこ，市場と連関すべきことが当初店、同されて

いた「協議価格」をも加えた，いわば全体が「固

定価格」からなる価格メカニズムなのであった。

それは，「第 1次経済改革」が開始された1979年
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の6中総（第4期）以来ベトナムが方針としてきた

市場メカニズムを「部分的に活用する」政策が，

事実上，放棄されることを；怠味した。換－；＝tすれ

ば， 198:3年末へと至る過程において，＂ 3q，少な

くとも改革抑制的な傾向が目指した方向は，改革

が克服を訴えてきた従来の「出度に中央集権化さ

れた計画化メカニズム」へと制掃することであっ

た。

この時期は，また，南部の社会主義改造の符加

速に見られたように，従来の「計画化メカニズ

ムJ が適用される量的能llt1を再び拡大することが

志向された時期でもあった。われわれが見たよう

に，インブレと財政赤字は，「固定価格」である

配給価格を維持したかt，と見ることによ〆）ても，

自由市場にフしクシヴルlこ連動する「協議価格」

を導入したからと見ることによっても必然的に生

じてきたものであった。しかし，労働古一九給与♂生

活者の生活を!I力儀するためとして配給価持＝配給

制度を維持することが大前提とされていた限り，

当片＝改革抑制的な傾向の目は，上昇を続ける

「指導価格」 E企業の販売組絡とに向付ふれざる

を得なかp たのであり，結／，，｝（士，農産物の購入に

おいて国家と競合し価格を「吊り上げる」元凶｜で

あると見なされるに至った私営商人など非社会主

義ウクラ】！、の統制へと行きす7かざるを得なかっ

たのである川4＼したがって，社会主義改造の再

加速は，上述した二重価格メカニズムの見直しと

密接に連関していたのであ－：，た。

この点｛土， もう少し詳しく，以下のように述べ

ることができょう。われわれは， 1979年の 6中総

（第4期）が示した「非社会主義ウクラードを利用

する」という主張には必ゲ「 定の期間ーという

修飾語句が付加iされていたことを見てさたのであ

ったが，改革抑制的な傾向にとって，この「一定

ベト十ムにおける第1次経済改革の考察（II)

の期間」は非常に姐い期間であったことが明らか

となった（注5）。そこに見られるのは社会主義的生

産関係（＝所有関係〕の形成こそ社会主義であると

いう Hlい思考に基づく認識であったが，それは，

二重価格メカニズムの捉え直しとの関連で営え

ば，安定した価格出「固定価格」に基づく「計画

化メカニズム」こそ也会主義であるという，やは

り旧い思考に基づく認識と表裏一体をなしていた

． ものなのであった。われわれは，まさにこの点
に，ぺトナムにおける「第1次経済改革」が抱え

ていた限界のひとつを見るのである， 1983年末の

S中総（第5期〉におけるレ・ズアンの以下の発営

は，このことを非常によく示していると言えよ

うっ「長期的に見れは，社会主義経済には，基本的

に同常と集団と L、う 2つのウケラードが存在する

だけなのであり，このほかには，家庭－経済と個人

経済の一部分とが存在するに過ぎなL、のだ」〔注6l,, 

おなみに， 1983年の4中総〔第5j羽）と 5141総

（第5期）は，第5回党大会で延期が主張された，

重工業を「優先発展させる」問題全再び蒸し返し

た1j11と委員会総会でもあった 4中総（第5矧）の

レ・ぐアン演説からヲi用しよう lコ「農業の推進に

カを集中すると同時に，社会主義的工業化という

任務を常に把握していなければならない。あらゆ

る可能性を摂取して重工業部門 特に「機椛ー

ーーを強化しなけれげならなし、。機械制大工業が

あって初めて社会主義があり，祖悶防衛のために

近代的な設備を生産し得るのであるつ適当な資:r:
を重工業に充でなければならないっ同時に，それ

そeれの部門・地方・基礎単位は，重工業を建設す

べく蓄積に貢献しなければならない」（注7)。 1983

'I二12月には，祖凶建設公債の発行が開始される

が， これは， 83年＇.？ Jjに改定された農業税法， jffj

工業税法と共に，国家財政の困難を解消するため

3ラ



1991070038.TIF

の方策ごあ， Iこだけではない 1 ぞれ It, L: Lろ

「社会一LJHJZJI：業化！の主的奇金を捻i'l＼す.···~ }j策

としてf¥',:I佼づけんれたものなのであった(it8 ¥, 

こうしてじた｝（は， 1983'.j.oの4くまでに“過心”へ

と）（きつけhiしつつあ！た、 1984!F以昨， iJIき締

めの此｛上主，，；ょ大きくなると点〉ろうことが（XL1，さ

れたしかし，現実の状況は，＇ 11'"l z改｝j＇，：抑制的

な削［（，jぷ則的Lたとおり：土｛士i隼まなか Jた イン

フレのさ i二なゐ高騰は， 1＼対1q：後主＇j'：に此？とさ4もて

いた「［5]定価格」を，もはや無意味なものにして

いた。「W，議仙栴J，企業の販売価格のk舛も附ま

る気配？を はti:／（かった自llil存をN調整 tることは

不11J避土な＇ ／：こりしかむ， この価格の11I，ぷ！？主i土単

なる 11!,lfMJ設にW{まらなかった。川面は，維持し続

けることが氾！止とされていた西日車合市山主のJeff£l上へと

進んだカ＇，・.，ごんる η

第 1f)く経，坪山；t，＇，の放つの時期i士， この配給制1•:t

がj経止される方，，，］へと進んだ時期，適用されてき

た二反自lli終 2力ニズムが単一価格メカ二ぐムへの

方向転;J換をIHJ/ihした過f＇，：と L亡捉えること Jメで

きる。本稿の残りの部分の叙述は，この時期の分

布Jにあてらiiる。そこでは， I行K｝メカニズムの

「ll-11ラ士rtm; J 1l 1 から汁i#Jメカニズムヘピ〉：全1inll句

活用」へと終日ーしてゆく；士ずであった， この内己給

制l立の廃止に見られる改革が， しかし，なおかつ

［第1次経済改革」の枠内に伺まらざろを何なか

った限界に h，あわせて触れることに Lたい

Ci止1) Le Duan，“Lam ch u tap the，ぉu dung 

sue manh tong hop, tap chuyen bien sau sac ve 

kinh te, xa h口i”〔集聞を主人とし総作的なカを利用

し経済・；I：＇.＼（，：深く変不寸る上う努めよ弓 J,Cad, 

川ang.r,1 !wi chu nghi,1 n F 1cl 1Vam, tu/> I＼＇， “）6 
~ーーン。

（注2) f,i］上論文 ti20～ti21ページ。

〔注：｛） すなわち，「河定価格に従って． …一回tt1J労

者一の子に生i,f,・，必需物資を分配しなければお，・，な J、J
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!j"J上諭文山l，、」ジ）。

C'：主4) fこと L,lit政赤寸：がt・；，；，一人jる原因のひと J ) 

Eあった配給制IJ／比を維持するというれ時の竺＼f.,j C改本

Jr]J制的な傾向）の主張には全く根拠がなかったわけで

はないc 1982ff,の3中総〔第5期〉においてトー・ヒ

ーーは， l丙j年じWkilえきれるべ；して徴収されな店、 J fこ

,:;'¥'JI業税のもJI. fけども 4回 £'.i i二上ったことをIIIJ1・, 

かにしていた（ToHuu, r'Ji］掲治虫；， 103ページ）o 11! 

II年のlltJ!'.士ぶ’J：は， IMFリポートにf1）；えは，・， 1979 "Fに
!(n2f.G,,, 8(1 r:,210,,, s1年5Dj（＇.：ド， 82年195｛り＂, 

cs：：：ト171億＼， s.1in,i:3億ド汁 、しご！なに見る配給，UJrt 

士山JI：ーした勾：Jハヨ同5年が44(1出卜てあった（： .'C'心

芯「ベト十ムの経済改年七〔同制「インドシナをめぐる

[!J際関係』 Fl本国際問題研究所 1988年〕 72ページ）。

i ／こがって，光1：はた 1983年の／Jirfri l：業税法σ〉ドで

;i l,l が＇；｛んだ·~ .；」 ；！ に徴税がfit"こわれたとしたた
ぃI,llt政，hミィfをli1i；長iることlI，少なくとも84>Fまで
は十分可能なのであった。この意味において，改革抑

制的な傾向の主援にも一面の真理があったと，fわSる

日！ないのト ・ 工ーは，，，，］じい11総（第5JIJJI；二

Ji l、て，され， ！浮を続けこJj 1)/ ii＇業の生産 ・／＇（ t.: " 

～!OB+切り諸めるだけでも150{1]～：300f/jドノの財政赤字

を教うことができるとも述べている〔ToHuu, j)f/掲

論文， 99ページ），本稿が．配給制限を維持するか斉

という問題士、r1t,,¥ ,n内部に土げるc'.c本志向的t:;r:vJ,'ik 

r.y，：本抑制f釣な／tfu,,1 ~：の聞の主｜二： iNiこ対する品ル／ I 

iさい， JL体的には市場メカニズムに対する態度の迷い

から説明した理的は，まさに以上のぶlこある。

r U:5) fことfi f'. レ・ス、 l ンit , I 979{F 9 rJ /) ，「

1Uil fi JIまで川）・i土）＞31f9カリ芝 i-,j：の長！りl川

lと述べてい l七（ ! ）。 LeDuan，ιTien len日ianh

thang loi moi ...・・.，＂ 555ページ。

Ci16) Le Duan，“Lam chu tap the, ..... ," 615 
、 守町 , 

へーンーe

I ; I: 7) Lε I )uan，“Tien len gianh thang lui 11101 

’558ペ一 /o主際， 1981-8ι与の第3次5}j年

計ft!Jjにおける震工業投資の全投資総額に，1；める制作

は， 197fi～80f下期と比べても高かった。これについて

は、 VoNhan Tri, Vietna111,・s，’F1011omic l'ol11・v 
19;;; 1985，東！；（， Institute of Devc lυ！日ngEconomies, 

19臼11rを参照。

O.t8) 木村・竹内「198:3'i'・のインドシ十」 200ぺ
、、
Jυ  



Ⅷ　前進と苦悩－単一価格メカニズムへの移行

1991070039.TIF

V血 ]J[j j主と苦十

一一一単F A 価栴メカニズムへの移行ゆ 一

1. 6中総〈雛5期〉

価格τ !DI定価格」を！1f調整すべき必普段，t,

1984{1：に入るとナぐに， きまざまな論告じによって

m摘されるようにな－－，たιーI) V えこでい，党l止を
反映してか， f耐与を実勢に見合ろょう： ~t2(c定ず J ご

きことは認めつつも，労働者ら給与生活者に対す

る配給fli!JJ交は維ねする土いう，従来の＼：立価＋、九メ

カニズムの維持をfl[jtiにしたうえでの十4調整を

’，；1~にする白、はが多殺を，lj めぐい fこ したぷ

1984年7JJに開催された共産党第 6ji,J 中央委ii会

総会cm:, WD〔tTI、「6'i＇総（第.， WI)」と燃芯）か決
定したのも，価格，通貨，財政などの問閣を解決

寸一ること， J し体（V~iこは， 価Ii格.t-Lr:: • it!i t'tを｝lh胡
繋はするが，当jfoは二，rrftu，格メカニズj、を縦村す

ることなのであった。

この（j1l J総（礼

Jlnif', Jh；＼，に ）｝，－協tド~t:よ， あるいは， まだまだじ文

,'1',jflJ制的な芥11円勾ぷ多汁に漂， j てL、た，11•Jを：委it 二；

総会であったコ

卜ー・ヒュ－i:t，「生。i'{/J:(f<r,J;/)1:く車王山が依然

1*11~1「でアンパ 7 ンスであるから，分自己. i市jj_世にお

ける無秋山，と不公‘iξは巡；：.-, れなL、， よ＼~なすJ 、

きではないJ 現状汁土，分配・流通に見 1・'~ L乙幹

事uk；と不公平はi；観的なものでめる」’；にと述へ，
印It怖のl'i: ,LJiJ整を i訴えたJ しかし．ここ刊行J尚され

た主観的な欠点とは，「第 lに，社会主義改造と

d j JJ,;fffl ［！を正車かにした， という i'I奨仏1il11]のためご

あり」イiI: 3），「他国，生産校を， 十分に，またJl：確

にい十nせず，：－.,r, 1,m格政策を’訂して淫f1・し／（，ン
ったためである」〆iHIとされたように， IVI ＂，方通に

へトーいににおt「五'.;flI ii.:t, ,\~Sc,'1'.-' l庁記号 (TI)

先の4中総（第5期）や5中総（第5:!J;lj)の認識のful:

lt上lこJ、るも川であ た。また，ことでは， 1IJ4 

家機関，地方，企業の多くが，価格をごl¥11介ti定

（！＇］に／1',iJ上げ．ノとの，；；－訪：iによ）て利抗を追ャ求め

ており」，「財政資金を分散主範的， かつご都合

l－：義（1＇）；ニ支出する状｛兄i:t，全く克服さ九ていな

い」C;I:5）と述べられたように． 1982 ｛，：の 3ri・1総

（初日j引で社主主義巾勺ラートの内川Uお』！合問

題としてトー・ヒユ一i'l身カ、；J行摘しf土;i(i//.i,'‘E 、；-7:の

t主ま繰り返されてい｛；）0 結！心；J’克服十べき主体的

欠陥どして繰り返されてきた「「価格；：補給余（＝

補助金），11制度」と「分散， 無組織， rli:!i，｝メカニ

でムl二iじ｜泊する傾向l とは， 二こでも／｝f：記され

たイii'6）。

したかって，内己給制！立の）itii：について触＇！ ，：，段

になると， トー・ヒューは一転して倒）f1〔であっ

たυ jたわち，「 定ハl立合u、で統一的な単一日11格

を遂nすべくでlf!価格制度を昨I上す乙ためには，
),l本的，かつIll婆な条件がなければならないこ

と，ヰ？に，生存を発日させ， rY~i

:U主商業をM；大し，この社会主義商業が絶対的優

坊を，，i灼社会J-:N市:l-4，＼の主人とな.－，たけれli Kら

ないことが必要である」tit7）。

こうして fiiいは（第五1むI)は，内己給；l;lj11／を品fiねす

ることを前提に価格をfll調整することを決定した

t;, 11:1越は， こJLがL、，－）実m!i~h る：三あ，－ ／こ

改革抑制的な削1(1｝（土依然根強か，，た 1984'.J・後、I',

iニは， 1l1lfYn'f1E j：さ iパ二強化Jhた， {rlli栴がjlJ調

＇！；~ されるならば， この「l説家の価採i土，私ii:iうク

ラードや伽｜人ウクラードがなおかつ＇｛｛在している

た件，））卜では， 1・1由rWJ｝をi縮小するよう作月］しな

ければならない」げlむからであった｝共産党機関

i;,l: ：，：ー ンザ、〉 のこi－＇止なテ～マ， t二n,li:t.M:i:.l:'里

であったし，共産党理論誌 L＇タワ。チ・コンサン r

一、円
台／
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も社会主義改造の強化を改めて訴えていた（注9)0 

2. 7中総〈第5期〉

改革志向的な潮流が強まりつつあることがはっ

きり示されたのは， 1984年12月に開催された共産

党第7111！中央委は会（第5期〉〔以下「7中総（第5

期）」と田？？記）においてであった。 μ体的には， そ

れは，総会決議川10'；こおヴる次の 2;/.,;iこ表われ

た。

第 1＇こ，総会決議が過去の情勢を総括する段落

で指檎したさまざまな論点のうち主体的欠陥につ

いて触れた部分では，従来併記されていた「自由

市場に迫髄する似向」などが落とされ，「『価格差

補給金（＝繍助金hfJjlJ度 j のみが挙げられたこと

である。ここでは， インブレが高）騰し（！オ政赤字ポ

i科大している原！苅が，改革新］制的な傾向によって

従来主政されてきた I協議価絡」や企業の販売価

格の上手｛ーよりも，配給制度をrjl心とする「11il定｛副

格 lの維持に求められるようになりつつあること

が示唆された。

第2は，祉会主義改造についての見直しであ

るο1982,,Fの第5回世大会以降，共産党の各文秋

は，社会主義改造を「適切な形態で」進めること

を最大公約数的な表現として用いてきたが，総会

決議は，これに「適切な歩調で」という表現を挿

入し，「適切な形態と適切な歩調で、」進めること

を主張した。これは， 1983年に再加速された集同

化のペースをもう一度見直すべきことを示唆する

表現であったCitll）。

しかし，この7中総（第5期〉前後の時期は，同

時に，従来，配給制度を廃止する条件に乏しいと

認識されてさた経済の状況が，改革志向的な潮流

からは，むしろ条件があるものとして従え1iiされ

始めたHキ期でもあった。

たとえば，西側報道においては街に改革派であ

38 

るとされているヴオー・ヴアン・キエット悶家計

画委員会議長（当時〉は， 1985年 1月の共産党理

論詰「タプチ・コンサンJ で， 84年の経済情勢を

回顧した中で， こう述べた。「もしも社会主義商

業が私営商業に交代しうるほど商品が十分にある

時に，また，もしも力と手段とが十分にある時

に，初めて市場tま理の問題を設定しうるのだと脅

えるのであれば，それは非常に誤っている」（注12）。

こーでは，配給制度の廃止について直接には触れ

られていなかヴれども，ニ重価格メカニズムを廃

止するよ二とに（ま杭重であった先のトー・ヒューの

旗肢とt士，やや異なった観／、Lががされているl注1:l,0 

1ザォー・ヴ fン・キエツトは，同時に，「社会主

主北造l二よ Jフてもた「》された物理的な実際の結果

［土，また、多ャとじ言えないにせよ，この事.：rのご／a
長を実現するとu、う店、味でほ，大きく広範なもの

マあ J jたと邑える」（む14），「11乍千，ヲミ災が全｜同で生

じたが， もしも山一場が198'.2年やs3rのようであっ

たたら，価格（土大きく変動する可能性があったJ

故近，価格が上村ーしたところがあ F、たにもかかわ

「〉ず．その作で，すtfゃく安定した」(tlJS）と遣へ，

改革Ji.陥lj的ts.{頃，1,17）；さらなるi.@rヒを訴えていた社
会主義改造や市場管理の，むしろ成果を強l淵する

ととで，来るべき価格の再調整iこ対するIll!I !,Jきな

態度を示したのである（注16¥,

3. 配給制度の廃止

こうした認識は，市場メカ三ズムを「部分的に

利用する」政策，すなわち二重価格メカニズムを

適用する政策を維持すべきであるとする従来の主

躍が，むしろ市場メカニズムを「全面的に活用」

すべきこと，すなわち，配給制度を中心とする

「固定価格」体系を廃止し単一価格メカニズムを

形成すべきであるとする主張に取って替わられる

であろうことを示唆したものでもあった。 1985,.lo
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中葉に共産党機関ι『：ニ γンヂンcJが一市在日のロシ
アンヂ？における実験を報道したことは，これをは

っきりと示すものであった3 ロンアン1i'では，配

給制！庄の維持を前提とした上で二重価格メカニ ζ

ムを適用してゆく三とを決定した1980ffの:It-産党

政治J,;126号決議以来，党中央の決定とは逆に，省、

1J':lで配給制度をJj，亡1上し！同定価格」全体を，，，由iii

j拐にフレキ乙ヴnに連動させ単一価絡メカ竺ズム

へと移行してきた結果，かえって生産が増大し社

会主義高業ι強fとされてし、る， というのが報道ゎ
i三日であったぽ17>

1985'.f 6月，ベトナム共産党第8凹中央委n会
総会（第5Jij:) C以下「8中総（第5JりJ)」と時記）

ii，価格• tr（金・通貨のjl｝調整を実行に移すこ止

を決定した九この決定こそ，まさに配給制山を中

心とする従来の I固定価格」の体糸ニ「「価格:if

till給余（＝主n幼金ト制！立 を出止して「伝凶計算

制・社会主義経営へと完全に移行すること」，す

なわち二重価格メカニズムを廃止して市場メカニ

だムを「全1111的lこ；，r,用する」単一価格メカニズム

へと移行すろことを呂桁すものであ〆！た(ilc!Sl。

8 rjJ総（第5期）が強調したのは，従来維持して

さた：i在価桁メカょズムこそル，企業にちi：刊を）見

外視した経’討を続けさせてきた原因であり，また

労働者ら給与・生活者の生活を防衛するためである

として維持することが大前提とされてきた配給古川

辺こそが，主l土労働者 r・，のイ Lセン寸ィヴ全車1. ' 

てきた元｜式｜であったということであった， 198l{F 

後半に行なわれた価格調整の結果， ii働者：：）給与－

生活者らのr：ロ質合は実百貨去の30竺iを占める仁
すぎず，残りの70'/i:が記給物資によってJiめられ

るという事態を招いたこと， この場企， 81'1・初頭

からi創刊がjーム大された訂dUt<i::iM，出来高11金制

などの刺激策（it19）は，名目賃令部分にのみ適用さ

トナムにおけるお1次符舟＆；＇1＇，山考安〔 II)

れるにすぎなか rヲfこか「y，労働者、＼給与生活者心

の実際のインセンティヴを引き出せなかったこ

と，加えて配給制度は労働者ら給与生活有むのIJ.

養家肢のうち， f動L、ていなu、す；に七適用されてい

たから，思しき平均主義，形式的な平等主義をも

助長するに至っていること，こういったさまざま

な刑題点が， 8 q，縫cm5期）と前f乏して発表され
た諸文献によって．今や白日の下に｜爆け出され

たり五20）。

重要なことは，ここに至るまで主として弘常利

人らの価格en吊り上げや世会J1義セケター内部の

「 Iヨ由市場に追随する傾向」に•Ji1｝せられてきたイ

ンフ Lの高ilkや利政赤字の期大のF；〔閃が，乙こp

l主，はっきりと「価他主補桁金（ニ補Jl)Jけ」；01J

I立に対する改革の避れそのものに帰せられたこと

である。すなわ九，「二うしJにに点が，紅it「に ；；＇3

1るγンノ＝ニランスなfJl.illlTiの克服をi出らせ，

国家財政を日増しに困難に庇め，インフレを絶え

間なく上昇させ，国家の価格体系を日前しに価値

れら手離させ， ド〉の購買力，実目立／，（，：， 'Xi働行

ら給lゴ二生活者の生活を日増しに低下させてきたの

である」f叫 1)。実際， 生活必W，，：“物資であった米の

配給仙l格U，長「〉く 1t：＇.当り 0.4 r，という坦低｛11日

格にJWえ置かれていたー 1980年代初頭に， Hf

''jり2ドンであった米の実際の生産費は（注22），ハノ

イでは． この85{¥1¥1葉のII寺点で40ドへと上川ーして

いることが川らカ祉にな｝た也23)0 i'tわl:f, I司宗

は，米 1按当りに対し 39.6トJ を「価格X補給余

C = Ml均金〉 とLて補祝していた副・oになる。
こムして流れLt180山回転した。れ済政；1',:は，

再び改革を志向する方向へと大きく踏み出したの

である。

8 11＇総（治 5期）ぷ決定したは革／）iJ-子じ，以ド

の3i.~ であった。すなわち，（I）従来きわめて版価

39 
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ピtlJIさえにれときた生活必需物資10:,l，目からなる

配給価格と配給制度とを時止する三と， しかし従

来配給されてきた生活必需物資の価格は現在の生

産’貨を広準にti屯しu'fし，この新価格と従来の配

給価行？との不額を賃え，：に術嘆することによって労

働者心給lj.生t，ちたのた質託金iti=！減りさせないこ

坐（賃金制？のCl'24l, ILi農産物問上げ価格について

は従来の価格体系を廃止しそのすべてを「協議価

終」化すること（これは， 1982年から84年末まで続い

た＇）＇；！締めの過税で「悶定価格！化が志向されていた

山産物n上け倣怖の体系を再び兄1(iL, ιれを全而lめ

に「Ifl I rli場Mi務iこ j•TI童話jさせ乙ことを立i沫 L・c ;, f二），

{J':業の生1ヰ：貨については11/の生産費を基1ji；に＞，；＇，＇［定

しj1＇（すこと，そして，これらをもって単一価格メ

カニズムへと移行すること（価格調整〉〔社25〕。（1）に

ついては， rh部ロンアン街の動さに続いて，北部

のハイフォンでは 7}J 1 ( Iか1，ハノイでは H/j 

l J］からつ＇.J庖された.(2）のうれ，後？？？について

は，各｜斗’）：！；企業によ 3て（11と並行し－・）つj止めじれ

た。加えて， (:l）当J.. 1は， 1 : 10のヂノミを実施し

Ill通町を出Jlこし新通貨を発行するという通貨改革

を決定，ミれを1985'1・9 Jl 15臼；こ行なったが， こ

こでは，行然， iii場における通行を柏小すべきこ

とが芯｜文！されてL、fこ（通乱高j整）＇＇主 2ι こうして．

fi(i;,，価格，通何の11T調整を決定した改..，.，は，げ

！己 kく実施されれば，経済改革を，市場メカニ穴、

ムを「全ffl.i(r,Jにj日有する」新たな段階へと移行さ

せるはずであιfふ

しかし， dc.'1＇・は大＇i(ll1(に終わ pた i 改i1＇；：自体泊 1

＋分な準備のないうれに実施された二とが，まず

うfげんれる B 加えて， 1980年以来国家計画を常に

述成しl、Jfj{j'-84｛ドまで削産を記録し続けてきた食糧

生産が， 85（ドには ltil家計j)~j に述せず， この紡牙と，

l'i＇こ－ll:;[ilて殺物n：機leどの「行定的現象！を』IJぴ
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慌し/11しインフレ心理を煽ったことも大きな理由

のひとつに数え「〕れなけれiまたうない世c70 

しかし，最も大きな原因は，単一価格バカ三ズ

ムへの移行において，国営企業が，生産費，卸売

り価格，小売り価格などを単に引き上げ，これを

！日値ゥ固定させるのみで，市楊び）動1,,jiこ7 レノYシ

向、ルに対応することを怠.，たt:,i;果，！で止十ること

が立｜文｜さむていた「［，＼）定価格」の体系を新たな移

で産み出してしまったことである悦28）。換言すれ

ば，改第は，「「価格党：補給金（＝補助金〉』制度を

Jj{i止十る突破口であった」｛ι閣）にもかかわらず，

二の「価十九主補給金〔＝補功金）~制l込を村、大jlJ生

産したのである、この過程で引き上げられた同営

企業の販売価格ば， i呼調整の前と比ぺてがJlOft？：こ

跳ね上がったから（i'.t30），通貨改革の効果はなきに

等しいものとなり，総じて市場における価格は

1986均一のIll正月が明ける頃までには元に1えってし

まっ t:il,3l '.. 1985年の改革以来，年r::iのイン7レ

！こ昇主主iま一説には 7CX），七三仁達し I;J'32〕，国家財政赤

字も「85'rドは440億一で34{f比2.2倍問とたり，ボ

字に11.iめる補助金の比率も45,t；で減るどころか附

大し」てしまった崎33）。

こうして．ベトナムにおける「：＞＋n次経新己主
・,11'i J Lt , 1982午後半治‘らS:lif末へとでるi品種に他

き．ここでも社会主義における価格は安’どした

「同定・価格」であるとする｜｜｜態依然とした認識か

らは自由ではありえなかった。「第 l次経済改

,'1主」が「第 l次 l経｛所改革でしがありえなか

た1浪界を，われわれは，このJ,,1面にも見るので

ある。しかも，改革抑制的な削向は，山市志r,,1

的な潮流によって進められた単守J 価格メカニズ

ムへの移行が失敗したことが川らかになるや行

日 jI J・び勢いを止りたしたっ 1986｛ド初頭，共産党
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it I『価絡／ 11!1給:i'.':（おlillh会：jィ；jjlj伐にi仁f ）くIll

いれ；理J力二 ζムへはぬJ;iりし ,Ii_I, 、lことを決定

したf,I川、0 1k',l:il Lた，か，／iTI''U二i!U;LLごL全

た），，jf面を｜‘iiiに， L'',/)1',:{J己進（（Jt; ;;Uiintと山，＇1',J1]1(HIJ(t'.Jt;:. 

拘＇iJ,',ji土. Jljび ゐjjt.-j]¥ ，山J立／1/jをrV:り広げた

l ii :J5》， 1をにチ 1ン・パ f,; ，，・＇i乙（J:, 19洲口！全

体をiwじぐれ：I}よiii'.を fi’jずJ'.JなftiiJ,',j，うぐt./1＇，：に）三か

して lill L、7:'flf!メカ二スム～土 iを，，」幻しようと

寸，'.J,m叫しを長，JIかせたが， そのfi',JOc:；えは I: 1い，l』

考iこJ,V，く ti：：二 Lei’ふlt),lQが ξ配（i'.Jご、ふ｝た 1979

([ 

し、る＇ L'立E小を，よ；1r',J'J'＇るilUJi≫c治込’ ；（可i!目Eをtic乙i十Jムイシ

7 L,〆土 ii占； J~hUナd士亦＇ j,: という fいハ立l'7: を刻一次 L つ

つ， rliJ:l/1バ力二ヘムを Ir':Jfrj flイJ：こ／,J;J日す；＇.：， I J]交

m，すなわむijl. －自Ii給メ力：スムをj溢JJl十ノミパ：ぉ
をリ主力に抑i[LC,bくこと h・;,,J有E¥, leごp ために

は，本焔が11J 7にわた J J ご桁t,:;;jして主た iIii L、jι

r;」（tuduy山） （こw－） くrLC:,l ；·~＂ι北＼ •• ｝主IJ'

ィiz:,i＇したもIii栴 -1,'i!i主／1llil九にJ,l・; < i 尚！うー；こi，，央：f,lri;／ヒL

た，；I 1ll1i {I二J力 ζ人 J 二亡！LC,i 災経済＇i¥i1j!' !; 

ムであり，村会 ii'i.Ur-J'l一昨今IVJf系 1'JifiWH-¥¥Jの捗j止こ

それ会l誌でふリ， 1f,I今；｛ Iじを ；，＼；（’九た！I'；τ作る l二

とこそれ；：） 1 i',dr(J i、主化ぐわ ＜J.~ ＼、イこよと：ぷ． 主fニ，

1'!82 'I cりな：511'1'12};:S,;h; 1 ，針。Q ！り Ju ，~｝ f!Juip 1消！と十

う悦t念を北〉仁Lf二；二t治・ウ包y，，・，寸，もつ！，，1:tJι泌さ4I ：，に

i" :・, tu)• 'r二. n '.'.: l l主＼山 j/;Jiil主WI 1H:,:1むj//',I ・c, ,to, 

；：，と j一ζ》ぷ＇＂

i披什 f】れる， llJHfi ,;I J、か ψ》び〉 トfc { 111:rJi,J; , 

の過程，新たな． L点、土全11rirr'.J丸山，＇1',:,1〕泊f:',eをは

たなければな i3なカa.，たのである、

ベトナムにおける rw1次主fiNL'え，＇J',: ，／）行計三，／）

'i｝を，われわれはnI. crl：めふことに Lfこい＇ I¥7υ 
むなみに， i、｛ L-{ J..J［；手；こ J 川、亡州市に触れれ

は，」， ti会 l:i＇日t'.！クJードを千l]lll寸心 ii支；LiJ' 

v、l、トム；て：，：J-る，＇f;1 ;¥¥(Jiじ＇.jJ'in7;五： (II)

トfモ fA・u~; l:a'"~ Iうヴ二子ード，＇：＇けむなく .JI社会

i二A，うツザ」 ドを qr,Jl引t；存に，L：十 ζ，ィ：11J ）~ な存II

ザてふり杭；n':ir-flHにおける必然げのなけ匁でふどJ 正

沼＂北 L11'1 t・ ij 1 ・:::, I cisn lス降， flトU司 しか 1,fitjJ}s

(i'.Jにtfiiffiされるようにな yてきCいる l 従来な泊る

なかt！、状L.｝れた／う‘〉た1FLfを 俺先発111｝させ

る I _I 主化路線 i,' ドイモイが「食j':l(• fti'ii',, ii'i 

'/"(lH. 1/~i,J/I\ とL、う I :l );i＇.主Jrプビロケうム！ ：ニJ'之

口の比，f，：を’川町~I二千年しごゆく lいで， 1988旬以降，

克1ui"' .J t l1f＂】めたえi通tりように児える、 Ji，］；：；企業の，

特に価格形，s：における「価格；：：補給企（τtillJリJ金〕j

ii,ljl主：.t, L1<'. ,'11』￥1dren J,l1慌である fンフ Len U＼静化

と・11’ii しつつ，そしfリ完JI：が1988（！より fL子 Lι

）うに［）＼］立f;,¥ ./ l Y二。 二円）品在がnilかりなりにし ・ft

i存したのit, l9lJO;iーのこ土である〔，I：’W、かつご’1;

i1UJ汗l,¥','; IJ斗j,f, 討が両日i',~;j,ljl•J: に／｛（{ ( Lごいた1とな

どの食料1¥• ft,'JJ'i:.t, Jl)引がI[) IJ r,l来， その11<•JI が

Jん全；二11111化されてい心 lI L培、

日iI J たとえ： t. Tr札口 Hへ“＼lotsり van《JeVl' 

phan ph川 luu thong＇’ L分自己・ i71faiiiこ／¥ljiーと：.. T, J'-,T) 

I,'：］凶J, Taj’（’／11 ('ungλ；Ill, 1州t{j二、； I I. '27～:31 ＇よ

--:.-. 主た， D川 nTron日 Truyen,"Cu山《lautranh 

giua‘.・liai con duongン， trenlinh vuじ日iaじa” lfilfi
1九山；円i；二.，」：十う ｜ ゴ＇）し円 i立！ の1/',ju>fJWJ,].Taj> C/Ji 

（川μふm,]<11-qq. 7 IJ, 4：！～Slζ－， などをさまll!i

I ,i：二 j To Huu，“l¥h ung nliiem vu cap bach 

trいngじりn日 taじ口1iti<c>n qu札口 lykinh te lft,1刊＇ft1jl

在」）：九寸ノ：J 111；二J.;:t る '4＼：•川市 1/:J阻J, 入いti ・,・1111g 

d11011i; /01 ，ゴ（Iii－＇，，一＇.

( ;J :l ! [,,JL,,;1; t lKリ， ; .乙

（υ，！） j,i]L,，前主 ！”（）く 〆 l

（｝｝一λ） i,;J I .. 

1,,1:(i / "] i川口日hiIan thu sau Ban chap hanh 

Trnn日 uong Da日記、e>nhu日日 nh1emvu cap Lach 

trong CD日日 1山はitien q山 Tl ly l、inhte”［｛ti庁竹：月！
を改九十ィ＇.， I /1におけ心誠，C、，n,;r,11:J＠に｜羽 4心：Xi6!11J

L己'iJJJよ吾川会総＇.＇.：， J, Jiau入’lw11l入川、 l引K..J(j.,)Jl Jl ., 

i. ;L 7) To lluu, "!¥hung nhie1n vu cap ha,,Ji 

斗1
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，” 210rミーシι

en：自〕 LeDuan，λramγung《／の’ f川 Idm 11101 
qu,m ／＿）’ k,111, fr C経t六1'i'J'M V〕対1Jお；c1）辺、¥!iiをJi"射しよ

う］， ，、ノ （＇ '-11川 xuatI凶日付リ that, Jli,~.1 'I・, 17 ・こ

／。

（注 (j）“Caitao va q uan ly thi truung”CdP/,lを

改造しw理1ょう：， Taj>Chi Congぬ !1、f上，；it[l)g.i 
ipOJ], 1～ 5ペ一ι｝
(Jl()J “Hりifl試l,iIan thu hay Ban どha1》 han］ l 

tr口ng口《mgDangぐ（》n日san Viet「、ザa口〕”「.、ト T! 、

J主w・；；；＿；司； 7 [,iJ中引と委L¥；三総会一I.nζJ 
'.iTOl21 IIパ

(itll) そLて，この l適切な！行法とn、，J，可 でj .1:: ¥ 、
うN.現；tjごイ ffを開始した：fiii !i•I 立大会♂） ：・政治報

f'f. ，へと，JI き %1主がれた垣 •W な概念であ、 f二十 "Bao 

cao chinh tri L・ua Ban chap hanh lru日記 LJ()fl日Dang

〔Van kien Dai hoi dai 1汁ピut,,an q山）じ Dan只 con日

san Viet Nam）”［なiI＇央 :f[ 12,a支ifiW;', 1 べト I・.:

J七j有：’立大会丈i扶〕〕， T,tf'('!ti （’川1gSun, J<1g7:r 1 )) , 

26ページをはじ

(il!2J V付 Van K忙し “i’han dau 日1ιmh du＂仁

nhun日 tliangJoi lon nhat chり iぜ lrna,h Nha n uoぐ

口am198S”［l 91'5 q:d i京Jpl1jのためにKJ，.乃.IJち,fl）を1主
1&-J べく首：Will上う〕， 'f'aJ> ( ・;, i ( 'OJ1gパill, ]<1,'l;,q. 

1 JJ, :n ぺ.~ C け

（花nl tct.;, 1984iF'i＇＇＼＼：♂ itt.')' ：.＇人ぞ干心寺p；；氾を汗，i::

((Jiこ紅えてL、たもの土して， トー・ i二二一以外に．

Le D以 Thヘ“Mot s円 vande kinh te, xa hoi truけ仁
mat”［、＇1而j＇＇）＊お汗；！会の .y,cr の！日i組＼ Xの＇ ,l11n)f 
I )ang Iron;.{ c,u11 111,t11,1' .ra hoi rllll ng/11<1 o 1 'il'I 

lc/<1川［ペト斗ムのti；会 Jc:J¥i<'j'，：命におけ心沿;Jt,;'.t］，ノ、

ノ・（， Nha xuat ban Su that, 1斗同年， Fi<l・寸］5ペー

ジを参照ο

UIH) Vれ VanKiet, i'1ijtg…）ど. '.ell・ 、－＜.

(tUら） [,,J i ：ふγとどl• ，← J

(illii) 二jtiこr〕L、て（ t. Tran Bach Da日比 1'111掲

，；，おに：n，..：－－~をもマ~， ~1, tUo, U I· のぶ.•.＼ i t. i'i I H 

が i張する， 1l}(;¥:;icltぷ :, . ＇‘， I ;r,iしj1Ji. /r同己；＼jJt，，お

への転織と L 、う n命 ,i；ょとある程J支！！H .＇，~＇. LてL、.：：， ( ,I,/ 11元

犬 lベト十 J、共産党柄引い11：たの 11.~ 史 IYJ/i'(i,',: , 1. ・:.1仁

和inil掲川j訂以 1:2：ージ〕 不行がf行絢 i亡おそど

いのは，「流i!li.う〉配光けとi命i二,liH占i仁こと11:i,r物、ηィ、

足を角：Vii'iナる刀 hぎぞあるとする. iをのド fモイへとi:,1,

7：して，）） ＜認，ff(¥:c'>, 、ノj1/f(}) C ( Iしノ、千 1! c1<;'1＇，：ジj必，；，！と
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の主↓liiJ刊であるのだとえば，久保1窪真影：， r旺代討会l

j宝経済＇，H11n基礎」う・：；度存，g l仰il'F 77ページをな

「日

Ci民17) これはiをにJl:,,(•：；よ日！日品店了ヤ Y斗・：J ：..仲

> l に主どめ：，itた［でanDinh “＼lay kinh nghiern 

ve cai lien phan ph川 luu thけng, XO日 ho じり ιhe 

quan lieu 1,ao cap o tinh Lr川口 an”［口〉アン行に

おけろ，分配・流通E’L'10;L, 1¥"((,Ur¥i(t'.J/;, I (1llif/'¥I: 

111i柏会 f村jJl)j企） I /Iii] 1'1 i 二 ），~，）< j り二主人を I｛と」l
「う.＇.＼：二 i羽十るず：］ての ff験'J, Tu/' C川 C，タngSan, 
JL)cJ:,if. 7 IJ, 47～51), liti·＜ー〆、〉いいン r’ L の’U~ ： i.

寸ーで；二19s4:r :i川；こも共産吃機l}!,J,,L J二γ＞・＋.ドン f で

4 [i:J；こ.｝，Jこりおfjト主れケヲつ子・コンい〉リ I リ，~4!j. !) 

)j l〕；こιまとめ λjL'C '. 't.ニカ‘（LeVan Kien，“l¥l nmg 
than!, tuu buoc dauじuaLon只 an llen mat lran 

pl1an pl〕りiluu thリng”〔流通・分配，pu虫におけら ＼1ン

, 与c') ti) J士、1'1'J Ji~ '1~ I. ＇／＇，ψ C/11 ( '011g S,u,, l 9g.1 fF <l 

I j，町、lilベ 〆＼ ~可tfilli 杭 I '; ースJ、，＇） tfl 作が党

J｛土さ ,jl : 

)jと；lしlご凶、f二こ Lit Iりi1・' .~吋二さ .ll C L、t（治l ) tこ＂ 1γ 

ノ【干・ゴ；..1トンJ1リル1q什IJ ~} ,nチγL・，；；，，，；；］主ι，
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'j:Jし亡、、よ二 円、ran Ho, 白白Ve I」hun plrni thε〈、 la 

donぷ trrn】日 ι・han日r!u,m日daL】ti，、l1 CUC! (]]l)j ］、y吋ua

d" Iピnι、i、ll J〕以h】、tXιi I,《，i() Ill】（、k ta" L:l ＞がIEJ/l)i

.:'>Li主.，，ij白波！哲Jc'iJ1上fリのn附；l二J；け己・・i;Hv1:こr.c；ヒた

サ内l＇.；こ〉町、ご J, FaJ, Ch, （マυ＂・巳パ，w. 19g.1 'IリJJ, 

5> >-＞、） ,,~ ~· J，口＞ / L山＇UiJ:；二－) ・.、ごhJ. i'i'FH 

11i1 H/,治主 h～J:l、 ／が，，下'f:111，こうfl:1L てL、己

日l!Kl 二本J(!h二l引する先um究と Lて． 三Jc 1';11掲
＂ふ丈 5：ト、，：；ぺ←ンが参照されるべきで点〉るし

( i主］り） 二れ；二 ＞＇.、ごii, 4<fi；•；治 IIIl'11 Lパゴをて；I阿さ

i l tこL、

i.;l:211) これ；二J 入ドごi:t. ！己 i'iiiH＼，；；命丈 hi）－り：

，＼ー〆士ぢIll七

（；｝日い “Xoa 1，けじりじheq uan lieu ¥iao cap chuyen 
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chu 日日hia”（日ftそiiur’Jな「filh格7：；補給企（二村!ill力会）
ii山立に），l-j < ＂りニご J、を／｛iiJI L tf消，；11;;;:;1,11・社会i
義経・，；：i・トプノヒ企i二千年ii':.. t五， Ta／ぺ＇／，／ Cong XιI!!, 

ti，，見， ]CJg5q 7 Jj, ユペ~－>'' 
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（注24) これについては，三M fi1i掲諭文 67～68 

ページを参照。

（注25) これについては，同上論文 68～70ページ

を参照。なお， トー・ヒューによれば，国家が経済双

務契約を通じて農民に販必しうる生産手段は，この改

;'1＇，がllfJ始される九時，もはやJIト－50：←を充たすに過ぎ

なか J Pた（同論文 69ページ）、

en二26) これについては＇ 1,.-J 1.，副主 70 -71ページ
士君主照

（注27）竹内fill雄「1986年のベトナム」〔bアジア・

中東動向年報1987年版』アジア経済研究所 1987年）

196ページ。 1985年の食糧生産の計溜i値は 1900万トン，

実績は1600万トン余で・あった。

（往28〕 Timhieu nghi quyet Dai hoi VI, mot 

s，υ ＇{JI/ d,, thuoc quan diem ldnh fr r ~'i 行同党大会
決滋と経済鋭ぷに／1Jl，する若i：のli",J/,ill':i!l汚符］， ホ－

Fミン， Nhaxuat ban thanh pl川 HけじhiMinh, 

198(i千i，は～64ページ／Iλ，i!wi VJ 11111mg phuong 
huong印 bancua chinh sach lγ川 t,・ I:::;・, 6同党大

会と経済政策の基本的な方向〕， ハノ －｛， Nha xuat 

ban Su that 1987年， 77ページ。

（注29）“Hoinghi Ian thu tam Ban chap hanh 

trung uong Dang (khoa V) ve gia-luong-tien”〔価

格・賃金・通貨に関する第8凶党中央委n合総会（第
5則）J, 'Fap Chi Cung San, l什85{f7 I J, 1～2ぺ

/ 0 

(it二:lO) Vu Ngoc Nhung，句、annarn v ung q uy 

luat khi to chuc ban luan ve van de lam phat”〔イ

ンブレ問題を討議するにあたっては法則を把握する必

要がある〕， TapChi C、ongSan, 1988 ~ 10 JJ, 4Gぺ

山ン。

〔注31) 竹内 j'Jij掲論文 196ページ。

（注32〕 木村 j)ij掲論文 190ページc

（はね）三尾前掲論文 71べーι：なよJ，この応
jf1iにおける財政赤字の憎大仏終r汁れば，資金の自

己調達にIll！する企業自主権の欠如の結果〈」ηり，この

11',J)起が？ti！・に載せられるためtこは， 1リ37J11:2月の閣僚

会1議217り決議を待たなけ.hlまなじなん！た。

（注34) Bao Nhan Dan，社説， 1986年3月 1r1 。

（注35) Tran Bach Dang, 1'1ii掲論文， 33ページ。

（注36) 向上。

（注37) われわれがベトナムにおける「第 1次経済

改革｜の再考擦を 8中総（第5期）改1（が失敗した時

点までで11二めたのは，これ以降ドイモ十＼と至る過程

ず、卜十一ムにおける第1次経｛斉改革の耳；察（II)

は，改革；志向的な潮流が，改革抑制的な傾向との闘争

の中で，改革の失敗からどのような教訓を引き出し，

どのような質的転化をとげることによってドイモイへ

と五ゥたのかという過程として，すなわむドイモイ＝

第日次経済改市を・I":;察する際の不可欠な部分として，

別i'b,;'ifl'Iiこれ，；，，,iする必要があると，＂：；え乙， hじで lふ〉る。

二tl；二J 川、亡は，今後の課題とし7許こ

f工J；’ l'l1t.i "I改革の失敗以降ド fモイ主てを政治プ

口 U く /J• 、士とめたものとして， i, 111 J'iij掲，，；，，主 13 

～18ベ一九また木村前掲論文 190～192ペ』酬シ。

またドイモイについては，三尾 j)ff掲論文（特に73～

92ページ） /MU 1)fi掲論文（特に18～29ページ〉／

竹内 i'1ii:t島論文（特に199～202ページ）などが第6回

党大会前後の｜時期を，三1己忠志「5虫白の社会j二義を志
:r',J ・J-ヨJ、1、ヰ一J、」（『べトナムをめ：己J昔li:Jilll1 IIオλ国
｜司＇iliJ:,'.r

q lノ）〆、卜卜J、IC『アジア動l匂年報1')88:j'今版 q-,・ S- ＇経

J与イJ「FうピJ;!i 三コト229ページ）／同「1L)制作のヘトナ

,1ぺ〆凶Jli’1Jif報1989ff版』 γジ日正.？rlilf先i冗

226～2:30ページ） /ff.）「1989年のベトナム」（「アジア

動［r'1Jif.報1990{ji版』アジア経済研究所 230～234ペー

ジ） //ii] lベトナム農業における生産物請負市lj」（『ア

ジア・トレンド」第40号 1987-IV 63～80ページ）

などが節6111［党大会以降最近までの経済過釈を，ぞれ

と，jl_汁Viしごいる。

( ;l l8) l'i州）if-計j1hjにおいて，少な：と1、閣僚会議

が決定十る統；HiJfilli格（その限りで財政補助余が給Itさ

;/ I ;~ filli I件、IK二／;tう生産物品目は，屯り， iJ炭， かノリ

ハセメ J 卜，ゴムなど数種類にまで削減された。

〔i:t:39) 配給制！支そのものは， 1985年改革が失敗し

た後，ハノイなど利；の地方で復活するケースが見ら

れたが， 87iFlf1葉から漸進的に再廃止されていった。

〔アジア経済研究所地域研究部）

「付記1 4寸止，:U989年度個別研究｛改革i'1i1iをのぺト
川、0）・＼＇，占路線と経済管理」の成果である。

「一訂
｜本誌l)ijり・fi.Jrjlixの本論文lこ，

｜た。

｜ 誤

I :1ページ（注；l)4行ll 
19べ一ジ削
rn J～ンUtu> 

:iE 

下記の誤りがありまし

J
V
J
 

而
一

川
ム
刀
i
＼

五
恒
産
制
生
4

trong 

生産方面

80～81へージ
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